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　本別冊技報は、昨年開催された BIPROGY 
FORUM 2025 の講演や展示の内容を最新化し編
集したものです。DX に取り組んでいる読者の皆
様にとって、何かのきっかけになれば幸いです。

（馬場定行）

　Claude Mythos の話題に触れるたび、AI は単
に答えを返す存在から、実装や運用のあり方まで
問う存在へ進んでいると感じます。本号の論文
も、そうした変化を現場から考える材料としてお
読みいただければ幸いです。（三ツ井淳一）

　「目まぐるしい」という言葉では表現し尽せぬ
ほど、AI に関する様々なニュースが飛び交い、
対応を迫られる毎日ですが、だからこそ、人間に
よる意思決定の大切さを痛感します。こうしたノ
ウハウも技報を通じて皆様と共有できると幸いで
す。（香林愛子）

　本号は、技術と社会の接点に目を向けながら編
んだものです。読む場や時間を変えながら、それ
ぞれの現場に新たな気づきが立ち上がっていくこ
とを願っています。（林田英雄）

　ナフサの供給不安に伴い、一部の企業では包装
用のインクを見直すなどのニュースが報じられる
中、個人としては、できるだけプラスチック製品
の消費を抑えようと思います。（白木和彦）

　未来の自分が今年を振り返ったとき何を感じる
か？をふと考えることがあります。「生成 AI の
話題で賑わっていたこと」が思い出になるのは間
違いなさそうですが、願わくはその未来が、人が
AIと共に歩む、だれもが幸せに暮らす社会であっ
てほしいものです。（武本杏奈）
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